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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社 SDS ホールディングス 

 

[企業 ID]  1711 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2023 年 3 月期 第 1 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2022 年度 第 1 四半期 

 

[日程]   2022 年 8 月 24 日 

 

[ページ数]  29 

 

[時間]   17:15 – 18:00 

（合計：45 分、登壇：40 分、質疑応答：5 分） 

 

[開催場所]  103-0026 東京都中央区日本橋兜町 3-3      

   兜町平和ビル 1 階 小会議室 （日本証券アナリスト協会主催） 

 

[会場面積]  47 ㎡ 

 

[出席人数]  11 名 

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役社長  伊藤 象二郎（以下、伊藤） 

経営企画室室長  堀 篤   （以下、堀）  
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登壇 

 

司会：お待たせいたしました。定刻となりましたので、ただいまから株式会社 SDS ホールディン

グス様の IR ミーティングを開催いたします。 

最初に、会社からお迎えしているお二人の方をご紹介申し上げます。まず、代表取締役社長の伊藤

象二郎様です。 

伊藤：よろしくお願いいたします。 

司会：次に、経営企画室室長の堀篤様です。 

堀：よろしくお願いいたします。 

司会：本日は、このお二方からご説明いただく事になっておりますが、お二方のご説明が終わりま

したら、質疑応答の時間を設けていただいております。 

それでは早速ですが、よろしくお願いいたします。 

 

伊藤：はじめまして。お世話になります。SDS ホールディングスの社長をしております、伊藤と

申します。よろしくお願いします。 
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早速でございますが、パート別で、私と経営企画の堀とで分けて説明させていただきます。 

まず、私から、2023 年 3 月期の SDS ホールディングスのグループ構成と業績予想からお話をさせ

ていただきます。よろしくお願いします。 

まず、当社は 3 月にイエローキャピタルオーケストラ社を買収し、新規連結した事により、住環境

における SDGs 関連事業へ業容を拡大いたします。 

しかしながら、当社が不動産事業に転換するわけではなく、当社のコア事業はあくまで環境事業で

ございまして、脱炭素・省エネ・環境ソリューション事業になります。イエロー社が推進するリノ

ベーション事業の中で、環境事業における当社の実績を活かして、B to B だけではなくて、B to C

の事業に参入するという取り組みを考えております。 
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これに伴い、今期より、当社連結財務諸表では、省エネルギー事業とリノベーション事業の二つが

報告セグメントとなりますので、短信のご確認をお願いいたします。また、社名の意味にもなりま

すが、省エネルギー事業をさらに、サステナビリティとデベロップメントとセイフティ&ヘルスと

いう、三つの分野に分けております。 

今期は、通期においては、まず連結での営業利益の黒字化を優先課題としております。 

 

次のページになりますが、グループ構成でございます。 

図を見ていただくと分かるように、SDS ホールディングスの下に二つ子会社がございまして、ま

ず左のほうに、100%株式保有の省電舎がございます。 

この 100%保有の省電舎は、既存の事業でございまして、総合省エネソリューション事業、簡単に

言うと太陽光であるとか、あとはバイオマス発電といった、再エネ、創エネのようなエネルギーの

事業とか、あとは省エネ商材ですね。例えば LED の販売や施設工事、そういったものも含めての

事業が、この省電舎になります。 

もう一つ、右側のイエローキャピタルオーケストラ社は株式の 70%を保有しておりますが、こち

らは住宅リノベーション事業でございまして、基本的に中古のマンションの再販事業が中心になっ

ております。こちらの事業は、先ほどもお話をしたとおり BtoC の事業になるんですが、こちらに

SDS の省エネソリューションの商材等を入れながら、新たに販売の方法も今、考えております。 
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最後に、上の SDS ホールディングスなんですが、昨年の 10 月から環境衛生事業部という部署を新

たにつくっておりまして、こちらで HACCP 認証のコンサルティングと、環境省エネ商材の販売を

行っております。 

今、この三つの会社で構成されております。 

 

次のページ、2023 年 3 月期の連結業績予想でございます。 

この右側の青い線で囲われているところが、23 年 3 月期の連結業績見通しなんですが、われわ

れ、新規連結グループのベースで売上が約 37 億円ですね。売上総利益のほうで 6 億 8,300 万、販

売管理費で 6 億６,900 万、営業利益で 1,400 万、経常で 500 万でございます。営業利益と経常利

益のほうで、まず黒字化の優先をしております。 

真ん中の緑の部分が、もともとの省電舎の既存事業でございまして、今期が売上で約 15 億 3,000

万の予想ですね。売上総利益が 2 億 9,300 万で、販管費で 3 億 9,300 万。営業利益と経常利益が、

大体 1 億ぐらいのマイナスという状況になっております。 

一番左の 22 年 3 月期を見ていただくと、まだまだ営業利益と経常利益はマイナスになっておりま

すが、前期の営業利益 2 億 6,000 万のマイナスから比べると、大分少なくなってきております。販

管費は 4 億 3,000 万から 3 億 9,000 万になっておりますので、約 4,000 万の販管費が少なくなった

という状況でございます。 
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次のページが、23 年 3 月期の会社別売上予想と事業区分でございます。 

まず、先ほど言ったように三つに分かれておりまして、SDS ホールディングスと省電舎とイエロ

ーキャピタルオーケストラで分かれております。SDS ホールディングスが売上で約 5 億 6,000 万

の計上、省電舎が売上が 9 億 7,000 万円の計上ですね。イエローキャピタルオーケストラが、売上

で 21 億 7,000 万の計上を考えております。 

SDS ホールディングスのほうからご覧いただきまして、内訳で言うと、まず 5 億 1,000 万が

HACCP、バイオマスごみ処理機の事業ですね。これはセイフティ&ヘルスの事業領域に入ります

が、こちらで 5 億 1,000 万の売上で、売上総利益で 1 億 1,800 万を見込んでおります。 

前期の部分を見ていただくと、前期のほうは、まだまだ売上で 1,400 万ぐらいしか上がっていない

事業でございまして、今期の第 1 四半期もまだ 100 万ぐらいしか上がってないんですが、まだま

だ新規事業として立ち上げたという事業でございます。ただ、第 2 四半期以降、徐々に金融機関の

ご紹介が増えてきているので、徐々に売上が伸びてくる事業体になっております。 

あとは、省エネ商材で 5,000 万ですね。 

次は、省電舎が、内訳は 6 億円が省エネ、再生可能エネルギーの事業となります。こちらがサステ

ナビリティの部分になっておりまして、SDS ホールディングスの 5,000 万を入れて 6 億 5,000 万

を売上計上しております。売上総利益で 1 億 1,600 万と、前期が 5 億 7,700 万ですので、若干増え

ております。 
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また、省電舎ではもう一つ、施設ソリューションの事業が 3 億 7,000 万の売上でございまして、デ

ベロップメントで 3 億 7,000 万円、売上総利益で 5,800 万を計上しております。 

最後に、イエローキャピタルオーケストラ社が、リノベーションの事業で、売上で 21 億 7,000

万、売上総利益で 3 億 9,000 万となっております。イエローキャピタルオーケストラ社の前期実績

の部分は、前期変則決算のため、前々期の実績を掲載しております。 

基本的に、このサステナビリティとデベロップメント、リノベーションの事業の部分は、かなり数

字は保守的に、われわれは出しております。セイフティ&ヘルスの事業が 5 億 1,000 万と予想を出

しておりますが、ここがまだ新規で立ち上げた事業なので、どこまで売上が伸びるかという部分で

考えると、若干マイナスになる可能性もあって、そこの部分を考えると、この 3 事業で保守的に出

しているので、ある程度、埋められるような状況で数字を出しております。 

以上でございます。 

これから先の、2023 年 3 月期第 1 四半期の業績の細かい部分は、経営企画室長の堀に代わります

ので、よろしくお願いします。 

 

堀：経営企画室の堀でございます。よろしくお願いいたします。 

今期の、まず第 1 四半期の業績について、私からご説明したいと思います。 
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まず、今期、ご説明するに当たりまして、やはりイエローキャピタルオーケストラという会社が新

規連結いたしましたので、まず既存事業でどうなのかと、それとイエローキャピタルでどうなのか

というのをちょっと区別して、ご説明を進めていきたいと思います。 

こちらの説明の前半部分が、まずは既存事業の説明になっております。また、この後、伊藤からご

説明があるかも分かりませんけれども、当社の業界をめぐる SDGs への取り組みへの需要というの

が、今、非常に高まっていっております。この既存事業のほうは、この SDGs の需要に対して、先

ほどのサステナビリティとかデベロップメント、セイフティ&ヘルス、この各事業がオールで当た

るという事を考えていっております。 

この第 1 四半期の数字云々というのは、これからご説明をするんですが、私どもが重視しておりま

すのは、やはり受注残高でございます。第 1 四半期、4 月から 6 月は、基本的に工事が終了する案

件は毎年極めて少ないものですから、あまり実態を表すような数字になってこないですね。ですの

で、受注残高という事を考えていきますと、実は対前年度比で既存事業の受注残高が 80.5%増加し

ていっております。これがやはり、SDGs 需要を SDS オールで取り込んでいこうという動きが、

ある程度は反映できたんじゃないかなと思います。 

第 1 四半期だけで言うと、売上は 19.5%減少しておりますけれども、売上総利益自体は対前期比で

10.9%増加しております。この背景は、売上総利益率が対前期比で 4.9%改善しているという事が

ございます。この点については、またご説明申し上げます。それとともに、販売管理費も前期比で

3.9%減少し、営業利益はまだ赤字ではあるんですけれども、赤字幅は若干の減少をしたという事

でございます。 

次に、イエロー社なんですけれども、イエローキャピタルオーケストラ社では現在、住宅のリノベ

ーション需要が非常に大きくなっています。この 4 月から 6 月期というのは、これも例年、仕入れ

の時期に当たっておりまして、非常に活発に不動産の仕入れを行いました。 

そういった事から、登記費用であったり減価償却、あるいは営業報酬といったものがかさんでおり

ますので、その分ちょっと販管費が当初の予定よりも、増えているかたちになりますが、仕入れた

ものを売っていけば、通期の売上利益にまたその分、当然、貢献していきますので、それはそれを

楽しみにしてみたいなと思います。 
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こちらの次の図なんですけれども、2023 年 3 月期の第 1 四半期、一番左の表になっております。

対前年同期比で数字が書いてありますが、やはりイエローキャピタルの新規連結があって、ちょっ

と比較が難しいかなと思います。 

緑の枠のほうで既存事業だけ抜き出して、前期とまず比較をしております。今ちょっと文章で申し

上げたように、売上は 19.5%減っておりますけれども、売上総利益は 10.9%プラス。その背景は売

上総利益が 17.7%と、4.9%前期よりもよくなっているという事です。販売管理費に関しては、

3.9%の減少をしたという事です。 

受注残高、その下に書いてありますけれども、80.5%という、絶対的な金額が少ないもんですか

ら、まだこれで万々歳というわけではないんですけれども、足元の営業マンの状況をいろいろ見て

みますと、期待はできるんじゃないかなと思います。 

イエローキャピタルオーケストラ社、YCO 社と書いてあるのが、その隣、イエローキャピタルの

数字です。ちょっと前年同期比が難しいんですけれども、営業利益が 429 万というのは、若干進

捗率が低いなと思われるかも分かりませんけれども、さっき申し上げたようなかたちで、物件の仕

入れによってコストがかかっているというのが第 1 四半期でございました。 
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その辺の進捗率を含めたものが、次のグラフです。 

こちらでまず、既存事業から見ていただきたいんですが、当社、この黄色のグラフで売上総利益率

というのがあるんですけれども、この売上総利益率を一つの KPI として、非常に重視しておりま

す。 

やはり私ども、建築の業種におりますと、当然、その部材の値段が上がってきております。この部

材の価格の上昇に対して、どのようにコストを下げる事ができるのか、あるいは最近は SDGs、あ

るいは衛生関連というところで、私どもがコンサルティングをできる領域が出てきております。で

すので、コンサルティングという部分のサービスの付加によって利益率を上げるという事は、十分

にできてくると思います。今期、第 1 四半期は 17.7%の売上総利益率、まだまだこれは上げる事が

できるんじゃないかなと思っております。 
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次に、受注状況からの進捗をちょっとご説明したいんですけれども、この右側の棒グラフが、第 1

四半期の実績に現在の受注残を足したものでございます。対前年比で既存事業を考えると、売上で

は 20.87%の増収という事なんですけれども、この左側に、表で今期の見通しと前期の比較が書い

てあります。 

ここで見ますと、今期は既存事業で 47.8%の増収を目指しているんですけれども、今、受注残プラ

ス実績で 20.87%ですので、売上高的にはもうちょっと頑張らないといけないかなという感じはあ

ります。ただ、売上総利益のところは左の表でご覧になっていただければ、対前年比で 69%の増

益を目指しているんですが、第 1 四半期対前年で、金額は少ないんですけれども、それでも 77.7%

の増益となっておりますので、こちらのほうはこのペースでいってくれれば、十分に予算オーバー

できるんじゃないかなと思います。 

販管費について、ここ 1～2 年、削減に取り組んできております。今年の予算では、既存事業では

対前期比でマイナス 9.5%という計画をしております。第 1 四半期だけでマイナス 3.92%ですの

で、ちょっと削減幅が足りないんじゃないかと思われるかも分からないんですが、実は昨年は、イ

エローキャピタルオーケストラ社の買収に手数料が 3,500 万かかっております。 

ですので、その 3,500 万が今期は剝落いたしますので、通常の販管費は 1.5%の減少で、この目標

は達成できると。ですので、第 1 四半期 3.92%の減少というのは、予定以上のコスト削減が実現で

きたと考えていただいていいかなと思います。 
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次に、イエローキャピタルオーケストラ社の状況をご説明いたします。 

イエローキャピタルオーケストラ社は、この右のグラフの、この棒グラフで進捗率を示しておりま

す。見ていただければお分かりのように、売上と粗利、売上総利益は四半期、単純に 4 分の 1 で割

れば、そこそこの水準にあるかなという感じだと思うんですが、販売管理費が通期予算の 32%を

使ってしまったというようなかたちになっております。そのせいで営業利益が第 1 四半期は下がっ

ているという事でございます。 

ただ、このイエローキャピタルオーケストラ社については、やはり今は仕入れの時期だという判断

をしております。ここから当社との事業の相乗効果も発揮するんですけれども、今、いろんなかた

ちで各業界との提携なんかも行っておりまして、イエロー社の経営陣も含め、今期のこの予算の達

成は、ほぼ間違いなくできるでしょうと考えておりますので、第 2 四半期、第 3 四半期ぐらいから

予算オーバーしてきてくれるんじゃないかなと考えております。 
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2023 年 3 月期、第 1 四半期ですね、企業の活動として、主に何をしたかという事です。 

4 月に、今のイエローキャピタルオーケストラ社の買収を完了しまして、4 月から通期のイエロー

キャピタル社の寄与が始まっております。 

それと、6 月に出ておりました、新株予約権の行使が完了しております。ですので、今、潜在株式

はないという状況になっておりまして、全て行使されたという事でございます。 

それと、定時株主総会において、取締役がまた変わっております。 

あと、このイエローキャピタルオーケストラ社の資金調達力をアップするために、千葉銀行と証書

貸付による極度額設定契約といったものを締結していっております。 

それと、今期に始まった事ではないんですが、前期からずっと続けております各地銀との提携は、

また伊藤からご説明があると思うんですけれども、これの 4 行目という事で、6 月に阿波銀行さん

と、HACCP に関する顧客紹介契約を締結しております。 

先月、私どものほうで、SDGs 委員会というものの設置を発表させていただいております。これは

二つの側面がありまして、一つは、SDGs を標ぼうして私どもは事業しておりますので、社内の体

制の中で SDGs で活動できる事がないかというのを、まず社内の活動で見直しをするという事が 1

点。 
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もう一つは、やはりこういった地銀さんなんかもそうなんですけれども、SDGs をやらないといけ

ないというのは分かっていると。ただ、どうしていいか分からない、あるいはいろんな商材をどの

ように SDGs に落とし込んでいいのか分からない。私どもも、例えばイエローキャピタルオーケス

トラ社を買収しましたけれども、これを単に不動産のリノベーション会社の売上を足しましたとい

う事で終わらせるつもりは全くございませんので、これを SDGs 的にどう展開するかという事を考

えていかないといけない。 

こういった事を考えるに当たりまして、当社の社内の SDGs 委員会だけでなく、いろんなパートナ

ーを募りまして、SDGs の本当のビジネスモデルというのはどういうものなのかを検討して、構築

していくという事に、今期、挑戦したいなと考えて、この SDGs 委員会を設置しております。 

 

最後に、表のほうでは、第 1 四半期の数値のところになりますが、 

伊藤から説明がありましたように、報告セグメントは、一番左の省エネ事業とリノベーション事業

という、短信上のセグメントは二つなんですけれども、私どもが管理しております中では、省エネ

事業というのは実は三つに分けております。 

サステナビリティ、ここで脱炭素とか省エネといったものを扱っていくんですが、温暖化に対する

対策ですね。 

デベロップメントのところが、主に災害に対する対策。災害が起きたときの非常用電源の構築と

か、あるいは単純に施設の強化といったものも、工事として受けていっております。 
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三つ目にセイフティ&ヘルスというところで、HACCP とか生ゴミ処理機の事をやっていっており

ます。 

サステナビリティがさらに、皆様にお分かりいただけるように三つに分けておりまして、これは再

エネというところが、再生可能エネルギー関連の事業です。 

次が総合省エネルギーで、それと、その他省エネとなっているんですが。総合省エネというのは、

一つの施設丸ごと、この施設全体の省エネを何とかするというようなソリューション事業です。特

に補助金申請なんかがされるのは、このパターンが多いと考えていただいていいかなと思います。 

それと、その他の省エネというのは、もうちょっと単純に LED にしたいとか、何かそういった物

販的なものも含めての事業になっております。 

その下はデベロップメントになっているんですが、施設ソリューションというのは、こちらは

BCP 対応、非常用電源の対応であったり、あるいは単なる施設の強化、保管といったものを、こ

こに入れていっております。 

衛生関連事業は、今、申し上げたとおりです。 

この第 1 四半期の数字の中で、赤く囲ったところが、実は粗利率が上がっていますなんて事をさっ

き申し上げましたが、今期は、ちっちゃい規模のものは高利益率のもの、粗利率が小さければ大き

い規模のもの、これをやっていくという事で案件を整理いたしまして、営業して、建築していくと

いう方針で今期をやっております。 

私からはそんなかたちで、また伊藤に戻します。今期の戦略について、またご説明をお願いいたし

ます。 
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伊藤：2023 年 3 月期の戦略の説明を、私からさせていただきます。 

まず、SDS ホールディングス、2023 年 3 月期ですね。「業容拡大・財務内容の改善・SDGs 需要

の高まりによって、営業黒字の実現・成長ステージのステップアップ」というのを掲げておりま

す。 

三つに分けておりまして、まず一つが、新規連結企業の寄与・新規商材の販売でございます。

2023 年 3 月期、当社の業績見通しが、新規連結子会社イエローキャピタルオーケストラ社の通期

寄与がかなり大きいんですけれど、また新規商材の販売などにより、業容が大きく拡大する事が予

想されております。 

特に脱炭素関連で、食品業界では原油の高騰により大分、産廃処理費の高騰が利益をひっ迫するよ

うな状況になっております。弊社は食品残渣処理のゴミ処理機を販売させていただいております

が、こちらの商品が実は、提携金融機関からご紹介であるとか、パートナー企業のご紹介がどんど

ん今、入ってきており、需要が非常に拡大しております。 

対象業種で言うと、スーパー、食品工場、病院や介護施設といったところですね。あとは大企業様

の社員食堂等も含めましても、脱炭素、産廃処理費用のコスト削減というものでのニーズが非常に

高まっております。 

二つ目が、前期施策による業容拡大・パートナーの増加という部分でございます。昨年、実行した

大規模な第三者割当増資ですね、約 8 億円の増資をさせていただいておりますが、本年 3 月に実行
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した主要子会社、省電舎での減資によって債務超過であった子会社が純資産額のプラスの回復によ

って、今期、当社の財務内容の改善と信用回復を進む事によって、より多くの営業パートナー・提

携先を取り込む営業活動を可能にしております。これにより弊社が金融機関との提携を進める事が

できたという状況でございます。 

三つ目が、SDGs への取り組み活性化による需要増ですね。加えて、不透明な経済環境の中とはい

え、多くの優良企業では SDGs の取り組みが積極化されており、当社もさまざまなかたちで問い合

わせが増えております。特に増えているのが太陽光ですね。自家消費型の太陽光のご相談が非常に

増えておりまして、私のところに直接来ていただいたものでも、例えば介護施設ですね。介護施設

の大手の方も含めて、かなり自家消費で太陽光をつけて、少しでもこの電力価格の上昇の部分を、

太陽光を使って下げたいという要望があります。これに対して補助金を活用する企業様が増えてい

ます。 

もう一つは、当然、脱炭素ですね。こちらに関しても掲げている企業様が非常に多いので、そこの

部分の需要が非常に伸びております。このようなビジネスチャンスを捉えて、2023 年 3 月期は営

業黒字を達成する予定でおります。 

 

金融機関との提携による win-win 戦略という事で、私が昨年 6 月 25 日に社長に就任してから、主

導で力を入れているのは、実は金融機関との提携でございまして、先ほど堀も言っておりました

が、阿波銀行さんで 4 行目の提携となっております。 
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実はまだ、これだけではなくて、今も金融機関との提携はどんどん進めております。例えば関西の

金融機関とか九州の金融機関であるとか、当然、首都圏の金融機関との折衝も、今も続いておりま

すので、そういったものが今後もまだまだ続くのかなという流れになっております。 

金融機関様は、SDGs に対して全社を挙げて取り組む事を宣言しているものの、なかなか何をやっ

ていいか分からないという話をよく聞きますので、われわれ、SDS の商材を売る事の紹介ををい

ただく事によって、彼らにレベニューシェアを支払いし、商材を売る事によって脱炭素が実現でき

るというメリットもあり、非常に喜ばれております。 

あとはもう一つ、省エネ商材、この SDGs の商材というのは、国であるとか、あとは各自治体の補

助金や助成金をうけられるものがたくさんあります。金融機関様からすると、その自分たちの融資

先の企業様に対しての補助金申請で手数料収入を得る事が出来ます。 

そしてもう一つは、何よりも大きいのは、自分たちの融資先の企業に対して、弊社の省エネ商材を

導入する事によって、融資額の増加やリースを組む事が金融機関のメリットとなります。われわ

れ、SDS からすると、金融機関と組むという事は与信の部分が全く心配ないというのが、何より

も大きなところでございます。 

いかに紹介していただいた企業様がよくても、与信が悪くてファイナンスがつかないというのが一

番困る事になりますが、金融機関様のご紹介となると、当然、もうファイナンスの部分は確保され

ているようなものなので。そういう部分では、われわれとして非常にリスクが低くて、非常に確度

の高いクライアントのご紹介をいただけるというのが、大きなポイントとなっております。 
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2023 年 3 月期の注力事業でございます。 

サステナビリティ、脱炭素、自家消費型太陽光発電の話が出ておりますけれど、 

まず、脱炭素の部分ですが、これはサステナブルの事業でございます。ターゲットは SDGs の需要

がある大手企業・施設ですね。先ほど申し上げたように、自家消費の太陽光発電システムの需要が

非常に高まっております。特に私のところでは、病院と介護施設が非常に多くなっております。 

介護施設のビジネスというのは、大体、利益率で 10％から 15%ぐらいのビジネスモデルだと思う

んですけれども、彼らの負担部分が一番大きいのは販管費でございまして。家賃であるとか水道光

熱費の部分が、彼らの部分は結構利益をひっ迫する状況になっています。特に電力価格の高騰によ

って、ここの光熱費が上がってきているものですから、介護施設によっては採算が合わなくなって

きている介護施設が、実は出てきているというご相談も結構あります。 

そこで補助金を使って自家消費の太陽光を入れる事によって、そこの部分が軽減できるというので

非常に喜ばれております。それ以外でも、食品工場も含めて非常にご相談が多い部分ですね。 

災害対策、デベロップメントの部分ですが、ここもやはりターゲットは病院・介護施設なんですけ

れども、災害バルクの施設改修という事で、LP ガスのバルク貯槽等をはじめとする非常用電源確

保のシステムの構築、これも比較的補助金等が多いんですけれども、ここも実は、大きな会社様の

パートナー企業からのご紹介が非常に増えております。 
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最後の衛生対策、セイフティ&ヘルスの事業ですね。これはターゲットが食品関連工場・施設、ホ

テルと書いておりますけれども、商材としては、HACCP 対応施設の構築、食品廃棄物、先ほどの

ゴミ処理機の導入でございます。 

HACCP の認証取得は 2021 年 6 月、昨年 6 月から本格施行されているんですけれども、食品の事

業者は HACCP という衛生管理の手法を導入する事が義務化されております。対象業種というの

は、食品工場、スーパー、病院介護施設、外食産業等、あらゆる食を提供する会社は、導入しなけ

ればならないという事になっております。 

実は、大手は大分前に皆さん構築しているのですけれども、大体ご相談いただくのが、中小の工場

とか、居酒屋さんも含めて、コロナ禍で比較的、HACCP 対応が進まなかった企業がたくさんあ

り、その企業からの需要が非常に増えております。弊社だと大体、中堅クラスとか中小ですかね、

大手と取引するに当たって HACCP 対応の工場をつくらなきゃいけないという、今、ご相談が増え

ておりまして、それを受注するだけで、やっぱり 1 億、2 億の受注額になるような仕事が、徐々に

増えております。 

 

4 年間の業績推移になります。 

2019 年 3 月期から見ていただくように、売上の部分が 12 億であるとか、22 億の年もありました

が、8 億 4,000 万の年もありましたし、大体 10 億前後の売上状況というのがあったんですが、今

年の 4 月にイエロー社を買収した事によって、売上の部分が大幅に改善されております。利益の部
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分も改善されておりますし、販管費の部分も大分、抑えるような状況になっておりますので、大き

く様変わりする状況になるんじゃないかと考えております。 

 

今期の注力事業です。 

先ほどから何度かお話しさせていただいている部分ではあるんですけれども、われわれが非常に、

今期、注力している部分というのは、総合省エネソリューションと、バイオマスのゴミ処理機の部

分ですね。 

これは環境省の、環境産業市場規模検討委員会から出所させていただいたものなんですけれども、

環境産業の分野別成長率の予想というもので、地球温暖化対策と廃棄物処理の部分の事業に対して

の成長率の部分を、環境省が大きく掲げております。まさしくここの部分に対して、われわれは事

業領域で非常にタッチしておりまして、地球温暖化対策というのは、太陽光や省エネ商材の販売が

当てはまります。 

廃棄物処理、バイオマスゴミ処理機というのが、そこの廃棄物処理のコスト削減という部分になり

ますし、脱炭素にも当てはまります。われわれ、SDS の環境事業というのはここの部分に非常に

注力しておりますし、もともと得意分野の事業でございますので、ここの部分の成長率を考える

と、まだまだ売上は伸びると、われわれは考えております。 
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次からは、ちょっとざっとですけれど、まさしくバイオマスのゴミ処理機であるとか、リノベーシ

ョン事業であるとか、トータル環境ソリューションの事業とか、こういったものを掲載させていた

だいております。 

ここの部分にご関心がある方がいれば、また何かご質問でもいただければと思います。 
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説明は以上になります。 

司会：どうもご説明ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会 [Ｍ]：それでは、質疑応答に入ります。 

この IR ミーティングは、質疑応答部分も含め全文を書き起こして公開の予定です。したがいまし

て、もし匿名を希望される場合は質問される際、氏名を名乗らないようお願い申し上げます。 

ご質問いかがでございましょうか。 

質問者 [Q]：どうもご丁寧なご説明ありがとうございます。 

省電舎以来 6 年ぶりに決算説明会にお邪魔しているんですけれども、社長の代になって、矢継ぎ早

にいろいろ動きを出されているのかなと見えるんですが、どこを一番変えていくというお考えでい

らっしゃるのかという事と。質問二つ目として、この 1～2 年の間で、事業環境としていろいろ変

わっているかと思うんですけど、どこら辺が一番変化を感じていらっしゃるかというところを、肌

感で結構なので、お話しいただけないでしょうか。 

伊藤 [A]：ご質問ありがとうございます。 

まず一つ目、私が社長になってから矢継ぎ早に、大分いろいろと事業が変わってきているというお

話なんですけれども、おっしゃるとおりで、私はもともと証券会社出身という事もあって、非常に

株価の位置を気にしております。 

なので、やっぱり株価が上がるための施策であるとか、そういったものを常に考えているんですけ

れども、今の SDS のもともとの事業体というのは建築の事業体で、先ほどの 4 期の部分を見てい

ただくと分かるんですが、なかなか売上が伸びないであるとか含めて、9 期赤字が続いている状況

でございます。たまたま今は、この脱炭素という部分で、太陽光も含めて伸びてきております。 

これがずっと続くかどうかは、まだ分からない話でもあるので、もともとこの 9 期、赤字だった会

社を今までの事業だけでやっていくというのは、やっぱりしんどい話になりますので。私になって

から、比較的、新たな事業、当然、建築に関わる部分で言うと不動産の買収もございますけれど

も、新たな部分での収益確保というものを私が掲げて、どんどん、どんどん会社を変えてきたとい

う状況でございます。 

二つ目の質問の、事業環境の部分は大分変わっておりまして、今は非常に予想だにしないような大

きな会社様から、いろいろご相談を受ける事が増えたなというのもございます。これは本当に、誰
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もが知っているような優良企業様を結構ご紹介いただいたり、やはりこの SDGs、脱炭素の部分の

ご相談は非常に受けております。 

あとは金融機関様から非常に今、ご相談が増えてきておって、まさしく金融機関様のお客様の脱炭

素の部分でのお手伝いとかで、こういう事を SDS さんでできませんかとか、そういったような、

今、ご相談が増えておりますので、われわれで環境の事業に携わっている人間からすると、非常に

追い風が吹いているのかなと思っております。 

何よりも、先ほども言うように、金融機関からのご紹介って非常に大きいんですよね。今、4 行も

提携でございますけれども、まだまだ提携先というのはどんどん、今、増えていくような動きはし

ております。 

非常に金融機関様からしても、特に地方の地銀さんになればなるほど、今までのお金を貸すだけの

事業だけでは、彼らも非常にビジネスが厳しくなっているという状況もあるので。われわれ、SDS

に対してもそうなんですけれども、環境とかお客様も状況の改善というものに対して、非常に彼ら

も真剣に考えてくれているという状況もあるので、われわれ、SDS にとっては、事業領域として

は、この 1 年で非常に変わったという状況になっております。 

質問者 [Q]：売上利益のつくり方というのは、どう変わっていくと理解しておけばよろしいです

か。 

伊藤 [A]：まず、セイフティ&ヘルスの事業で申し上げますと、HACCP の事業とかそうなんです

けれども、比較的、建築の事業とかは粗利の低い事業というイメージがあるんですけれども、まず

セイフティ&ヘルスの事業の HACCP の認証とか、HACCP のコンサルティングというのは、まさ

しくコンサルの事業なので、非常に粗利が高い事業になっております。 

特に、HACCP の認証の事業で言うと大体、粗利で 5 割ぐらいというイメージだと思いますので、

私の代になってから比較的、今までのように粗利の低い事業よりも粗利の高い事業をやっていかな

いと、正直、意味がないので、今は比較的そういった粗利の高い事業のほうに切り替えているとい

う部分でございます。 

当然、今、私も隣の堀も、もともと金融出身という事もあって、私達が得意なのは、金融の部分で

すから、まだまだこれ以外の事業もいろいろ考えております。 

質問者 [Q]：もう 1 点、お伺いしたいと思います。 

今期は経常段階までは利益が出て、特損とか出るから、最終段階で利益がまだ赤字という事なんで

すけれど、来期以降に関しては、特損とかは出なくなるという理解でよろしい。 
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伊藤 [A]：そうですね。今のところ今期、黒字がまず一つの大命題になっておるんですけれども、

来期以降はもっと売上が伸びるような事をわれわれも考えておりますし、この太陽光の需要もそう

ですけれども、今、新規ビジネスで始まったバイオごみ処理機といったものの需要も、どんどん、

今、伸びている状況でございますので。今期黒字化にして、来期以降は大幅な、もっと増益という

のが望めるような動きにはなると思っております。 

司会 [M]：ありがとうございました。 

他にご質問いかがでございましょうか。 

それでは、ご質問もないようですので、これをもちまして IR ミーティングを終了したいと存じま

す。伊藤社長様、堀室長様、本日はどうも大変ありがとうございました。 

ご参加の皆様、どうもありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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